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5 万分の l 地質図i陥 己F

明 書ご量二
蘭 (札幌一一第的号)

北海道地下資沼調査所

北海道嘱託小山内 問

同 酒勾出俊

はしがき

との託児司士，室前半島 (5 万分の 1 地形図，「室前二1k よぴ「百紋曾」の

うち室蘭半島に局する部分)の地買を概説したものであるO

との地域の野外調査は昭和 26~f-から昭和 27 年にわたり数日，通灼 1 カ

月間行った。最近になうて，調査結果をいち.J;~ろ摂理 L:J::>わうた cつで， ここ

にその概要を報告する。
キ

との地域は内浦湾(噴火湾)の北部に[立し，地買学には，百市北海道に

合められ，第三杷以降の火山活劫が盛んな地域であるO 太平洋戦争前から戦

争中を通じて，ながく要塞地帯であっ戸でととろで，当時 i土地形図の出版も許
キ牢 1)

されたいととろであり，地質調査としては未発去に柊った故深谷龍太の調査
2) 3).4)

をのぞいてはなかった。戦後ょうやく，渋谷 E郎・佐芯支男などにようて調

査され，はじめてこの地主主の地質の概貌が明らかにされてきた。今回の調査

にあたっては，上記の諸氏の調査結果に稗益された点が少く友かった。

*内市1誌は噴火活と呼Uよならわされて ν 、るので，以下は噴火汚左記載する D

料深谷龍太氏 i .J.. 7 調査資料整理の途中でp 太平洋戦争に応召されp 昭和 20 年戦死され

た。そのために貴重な調査結果は発表されるに v 、たらなかったのである。ここに

氏の'Iifi l:' 対 L，づっしんで哀悼の意を表すると同時に，氏の遣された資料に稗益

されたことを銘記し，深〈謝意を表する次第である口



* **報告に入るにさきだち，資料の提供をたまわった渋谷五郎・佐藤文男・沢
事牢字

国義男の諸氏，たらびに種々のご助言，ご指導を与えられた北海道大学理学

部地質学鉱物学教室の湊正雄博士に満腔の謝意を表する O またいろいろと討

****論をわす=らわした斎藤昌之・土居繁雄・杉本良也の諸氏に深く感謝する O さ

らに現地での宿泊の便を与えられた北海道大学理学部植物学教室の山田幸男

教授・なよび三 iヒ海道大学理学部室蘭海藻研究所の中村義輝助教授・湊たけの

諸氏にも厚く k礼申し上げる O

第 1 ~己主 位置 bよび交通

この図幅は，いわゆる室蘭半島の地域で，噴火湾の北東関口部に位置して

いる O

図幅地域は室蘭市に属する O 室蘭市は胆振支庁の所在地で，行政の中心地

であるが，富士製鉄・日本製鋼の両社をょうして工業都市として，また石炭

積出港として，より有名である O

交通の使はきわめて良好で、，道南パス会社によるパス路線、も多く，丘陵地

には観光道路が発達している O しかし南海岸は，急崖や絶壁が連続している

ので，海岸を調査することは非常にむ宇かしし干潮時にわ宇かの部分をか

ろうじて歩くことができるにすぎない。

第 2.草地形

室蘭半島は噴火湾の北東にあり，西に向って突出した鍵状の半島であるが，

との地域に発達するほぽ南北性の地質構造線を意味する 2--::) の低地帯によっ

*渋谷五郎: 山口大学文理学部助手

村佐藤文男: 室蘭工業大学教授

料牢沢田義男: 室蘭工業大学講師

牢*料斎藤昌之・土居繁雄・杉本良也: 北海道地下資源調査所技師
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て， ;3J7 li'l] に屈折した形をとって， 3~ の地味に分断されている。とれらの地

塊地域を，半島基部のものから，輪@・母恋・室:菊地区，また輪雪・母:恋両

地区の閣の低地帯を母恋、低地帯，母恋・室蘭両地区の間のものを室蘭低地帯

と，仮に呼ぶことにする O

乙の地域の地形を概観すると，一般に南海岸に 100m 前後の陵線があって，

北に向。て次第に低くなり，さしかけ屋根の形を呈しているが，室蘭地区に

は図幅中の最高峰である測量山 (200.5 m) やヨシサンベ山(1 34 m) ，輪司地

ポコイづジ

区にはほ恋宮土(1 62 m) やエニ山(1 88 m) たど，石英粗阿岩や安山岩など

の岩脈が，独立峰をつくって突出し，単調を破っている O また室蘭地区の西

端と輪団地区の東端とには，標高 :30m 前後の，平坦面会よび、ただらかた丘陵

地が，それぞれ発達して拾わい宇 jtJ も上部洪積位の堆積均をのせている O

太平洋沿よび官火潟、に的 i した，半島の南海岸線は， 1\麦 izc が海岸ぞいにある

ために， 80m"'lOOIII の急崖あるいは絶壁が連続し，岩礁や:骨出;が発達して

いて，きわめて出入にとんだ海岸線をつくっている O また海面から .5 0111 前後

の高さのところには，波浪による侵蝕の跡がみとめられ，隆起出海岸である

ととを示している O 砂浜の発達はきわめて貧弱で、，わす=かにオイナウシ浜や

視津浜などに狭小なものがみられるだけである O

水系は地買:構造線と深い関係を有しているようであるが，い守、れも水量，

流路延長が小さくて，利用価値の少いものばかりである O

7Jく路部昭和 22 竿発行の室蘭港海図にもとづいて作製した海底地形図を示

すと，第 1 区!のようである O すなわ、ち，室蘭浴内では，防波堤入口 IS付近に最

深 17 III 前後の地点があり，全体として比較的平坦で、ある O とれに反して，

半島の南岸では，南に印って深度を増しているが，深度 20 m"'30m のところ

に，特別に急な崖状の部分が，海岸棋に平行し発達している O との海面下の

*崖状の地形は，母恋地区の沖，海岸から約 2km のところにもみとめられる

が，室蘭低地帯ゐよび、母恋低地帯の甫への延長方向では断続しているO 恐ら

くとの不連続の部分を陸上で推定される地質構造線が通るのであろう。また

*母恋沖では?崖の深度 J工 50~ラ5m となっている。
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室蘭地区むよび輪西地区の沖 5km 附近では，平均深度 60m であって，小さ

た凹凸にとんではいるが，全体としてはただらかな傾斜の海底地形が発達し

ているよう c'ある。

2133 草地質概説

この地域を構成する地質系統は，模式住状図に示すよ 6うなものである。

第 2 園室調園幅地質系統表

戸園田- .0

寸民閣官副 号山臨 動火山・地宕殻・火運山活動時代 層 序 模式柱状図 耳....王s 質 備考

.* 毛i中主 世 J中積層

議議議議 選
a 火山灰・砂・砂利・喋 火山itq駒ヶ岳 n 砂鉄

侵蝕

四上洪 祝津!費 Sh 砂・黒色腐植土
20+

侵自主
積

紀部， itt 絵柄層 Et 集塊岩状礁層

'5+ ikiノ、 i侵i 安主蝕山制土也岩設石岩運脈 玄動武
)石村

宅 イ電浜言皇質安
霞雲留守口~

".. ・ー一 ー. ・戸・・ ー Jデ・.・.'"
砂岩・頁岩・泥岩・

凝灰岩

新 f岩:言治る 仙訂山集
Mil,

塊

岩 安山岩質凝灰質集塊岩l普石脅公女浦禅山 石狩僕・ 総括 隊幹
新 蘭層

j1i;行・頁岩

!5(J+

時局

ハカ'E-ラ4リ 石英組措質踊
石英粗商岩質凝灰岩

凝灰質集塊岩

Mu, 石英粗面岩質集塊岩

世主 層

集塊岩層 宕角山丙
石石英組面

担軽岩・凝灰質砂岩 /侵運蝕動 ・小地裁
100+

一一一 0・ ・・・‘，.・・ h ・.一 E一‘一 “一 .. 石英紐商岩質凝灰岩

!?富鉱通主染石輝作石石用 で安姐山i石 材中
幌マ Jえ f チ 砂岩・礁岩・凝灰岩

砂岩・頁岩層
，、、，、，、，、，、

頁岩(をgps 勿・)-・ーー

60~・

両院院医院区民匠同出向5;昨一:n2Laq-4 h44awLB 山小笠通d有m 民間盛品一-芯 =-22 正一が緩むp-CJe 山高~立LMfuhe剣"まKE5拘喜叫別刷 品恋緑色蓬灰岩層 時 l市k山岩質喰出初 黄鉄鉱

新 Ho 緑色凝灰浩

同色凝灰角型車岩

紀

緑色凝灰角礁岩

世
緑色凝灰岩

120 キ

ーラー



と新第三紀層は，下から禄色凝灰岩ゐよび砂岩・頁岩からなる幌日u 層と，

れを不整合に j号沿い，岩・石英粗回岩貰集塊岩jなよび、安山岩質集塊岩・砂

岩・頁岩・凝灰岩などからなる室蘭居とにわけられるO 室蘭層の下部には石

英粗回岩熔岩が介在し，上部には安山岩岩派が貫入しているO 前者はいわゆ

る Wilt逢統に対比されるものであるが，との地域では，分布がはなはだ、せまい。

これに反して後者は黒松内統に対比されるもので，母恋地区をのぞいたほと

んど全域に分布しているO

また幌Jj ur富島よび、室蘭層堆積後のそれぞれの削孝lj時代にも，石英粗白岩・

安山岩・玄武岩などの火山岩類が，熔岩流圭たは岩脈などとして溢流あるい

この地域の主要在地質構成員となっているO

上にのぺた新第三紀妃層や火山岩類を不整合に治会って第四把屑が発達し

いろいろた堆積f7JJで代表される絵柄層と，

整合i亡命令い砂層からなる視体層，

は貫入し，

これを不と ~T(土ドから，ているO

むよび、海岸の平地や低地帯を構成ずる i中

いやれも分布のせまいもので，絵柄層むよび、視層ば積層とに分けられるO

上部洪積世の所産とかんがえられる。

新第三紀層第 4:君主

この地域の新第三但!苦が，幌日!J J晋と室蘭屑とに分けられることはすでにのa

一
一
黒
松
内
統
一
訓
雄
一
統
一

一
等
!
一
一

一
弾
妨
室
蘭
層
一
一
幌
別
層
一

主

i

九
一

一
谷Q
J一
一
一

一
例
一
大
芹
層
一
堂
前
層
群
一

一
渋i
一
一
一

一
藤
旦
噴
出
物
層
一
室
蘭
層
群
一

佐
川
口
一
小
橋
内
一
一

十
一
黒
松
内
統
一
訓
縫
統
一

べた。
2). の.4)

従来の調査者による第三紀層の居序と，筆

者等のそれ主を比較する主次の表のようであ

る。

すなわち，筆者等は，従来室蘭層群あるい

は豊浦層群と呼ばれて，司II縫競に劃比されて

きた地層の中に，不整合を接見し，以下にの

べるような事項を観察した。よって，従来，

!III縫統とされたものの一部は黒松内続に属す

ただし，第 4 章新第三紀層および室蘭層の項でのべである通 I) ，部iよ八雲統に合め

られる可能性がある口
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るものと考え，不整合から下の地層を幌別居と呼んで訓縫統に，上の地層を室蘭層と呼

んで黒松内統に劃比した。

(1) 不整合から下部と上部とでは，明らかに岩質・岩相をことに L，構造的な差異

がみとめられた。

(2) 下部の地層を構成する岩石が，上部の礎岩の中に諜左して入っている。

(3) 不整合から上部 J こ Il ， 従来考えられてきた不整合はみられず，一連のものであ

ることがわかったむ
7)

なお，このような不整合 f~ ，室蘭半島だけにかぎられたものでなく， r登別温泉図幅 j

の地域内でもみとめられ，かなり広範囲にわたっているものである D

I 幌別層

との図幅の北東方に隣接する「登日阻泉図 FEj の地域に合計しる幌 iJ肱占

附近を模式地とする地腎で，この図幅地域では，主に母恋地区に分布してい

るが，わすづ汁亡室蘭地区にも露出している。火山砕屑物を主体とするが，上

部には砂岩・頁岩もみられる O ラッパ森附近などのように N60ー"， 70 0E ・ 60 0

---'i OOSE の走向・傾斜を示しているところもあるが，分布が局所的であり，

しかも，断層で司られているために，全体の構造を明らかにすることはでき

ない。また堆積後に熱水作用を受け，層理が不明瞭にたったようなととろも

少くない。

上部は火山岩類または室蘭屑に不整合にな jなわれている O 不整合 i百は， ラ

ッパ森(討近(母恋駅~御崎駅間の鉄道切割)・小橋内問・近・マスイチなどで

確認された。志台この地層は地質図には一括して会色されているが，岩質に

より次のように畑分される O

jb 2 上部層

{:一一層 itbl 下部屑
(a::l 緑色凝灰岩層

A 母恋禄色凝灰岩層 i
tal 緑色凝灰角傑岩層

A 母懇緑色凝友岩層

*国鉄幌別駅の北西方約lO km に位置する。

- 7 ー



ヂャラヂナイ!府近に模式拘な発達がみられるもので，下部は緑色凝灰角磯

岩，上部は緑色凝灰岩を主要構成員としているO しかし土郊にもしばしば、議

灰角球岩が介在しているO 岩本目の水平的変化はかなりいちじるしい。また熱

水恰液の影響によって，珪化作用や陶士化作用をうけ，黄鉄鉱によって鉱染

されている古口分もあるO

U] 緑色韓友角醸岩層; 指頭ブミから，まれには奉;たぐらいの角磁を合む

禄色、凝灰岩で，変質していたいものは，基質は美しい青緑色の色調を呈し，

角1?誌は lFI 紫色または晴灰色である。尚三は安山岩延長が主で，分解して絹雲母化

{としだもグふも少くないが，新鮮なものもみられる O これら安山岩磁の

ほかに 9 会れには玄武岩や粘板岩の政もみとめられる°主ばみさだ、められ

ていないが，尽さは， 50 m を;越えていることは確実である。

h 緑色濃茨岩層: ー伎には青禄色を呈するが， :i江守山に色調主兵に L ，

また硬さも郎すによって主ちまちである。 との居の l早さは 10m 以上に達し

ている。

竪硬で、新鮮 fJ-部分は，プロピライトのような外観を呈して!のるが，顕微鏡

で観察すると次のようである O

:三角形。円形・ 'I!:. 円形ナ三 t の，大きさ 0.1 mm-0.3mm の破砕された石英粒が散在 t ，

斜長石も大部分が破砕形をとっている。斜長石は変質しているのが普通であるが，新鮮

なものもあり，白形を呈 L，大きさ 1.3mm に遣するものもある。成分 ι曹灰長石を普

通と L，累帯構造・アルバイト双晶がみられる D 輝石類はほとん rが分解 L ，相泥石に

置換されている D

B マスイチ砂岩，頁岩層

頁岩・凝灰質砂岩・牒岩・凝灰岩たどからたり，マスイチ・小橋内・ラッ

パ森附近たどにわやかに露出し，上部は室蘭層に不整合に字~~なわれているO

マスイチでは E-\V ・ lOON ， 小橋内では断層でいちじるしく乱れているが，

一般に NIODE ・ 200SE ， ラッパ森間近では N60ー--70
o
E ・ GO° --70 oSE の走

向・傾斜を示している O この地屑は岩質によって，さらに下部層と上部層と

に分けられる O

bI 下部層: 暗灰色ないし淡青灰色の頁岩を主とする地層で，厚さ
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10em 前後の中粒ないし矧粒の砂岩をはさんで、いる O 頁岩は風化問で不規則

な形にわれることが多い。模式的な露出はマスイチにあり，ここでは序さは

35mに達し，上部は直接室蘭層にゐゐわれているのがみられる O まだラッパ

森附近では，緑色凝灰岩の上にのっているのが観察されるが， ltf とされ，地

層は全体として灰白色を呈している。頁岩の中には，諸所で、 Sαgα ldes sp. が

検出された。

b2 上部層: 淡青緑色沿よび淡褐色を呈し，粗粒から制粒にわたる凝

灰質砂岩むよび、暗灰色頁岩，淡緑色 ;t-上ぴ、黄褐色を呈する粗影た凝灰岩など

の五習を主休とするものである O 部分によっては，とれに，石英粒;台よぴ輝

石粒を多呈に合む非常に粗震た，厚さ 1m 内外の灰黒色砂岩と，との砂岩を

とし，恒々 た献を合む牒岩からたる部分もある O との際岩の際は，指頭

プミから j界大の玄武岩・閃様岩・黒色粘板岩・チャート・輝石安山岩などの亜

円 itどから構成されている O

概観すれば，下部は砂岩.頁岩にとみ，上部は凝灰岩にとんで、いるといえ

る。凝灰岩は上部のものほ E石英粒にとみ，石英粗面岩質凝灰岩といわれる

ようなものになっている O

模式的な露出は小橋内附近(ヨシサンベ山の北東楚)にあり，ととの厚さ

は 25m 以上と計測された。

E 室層

との地層は1':']:・恋地区をのぞいて，室蘭半島のほとんど全域に分布してい

る。没にハリカラモイ以西では N 50° ，...，.， 60 0E ・ 10° ，.....， 20 0N\V ，輪西地区で

は N 70° ，.....， 80 0E ・ 10° ，...，.， 20 0N\V の走向・傾斜を示している O ま?とマスイチの

東では， N10° ,.....,20° \V ・ lOOKE，電信浜附近や北辰中学校附近では，N10ー.ｭ

1.5°\V ・ 15° 8E の走市 i ・傾斜を示している O したがって，測量山附近を通る

南北の向斜軸を中心に，ゆるい小さた [>'1] 斜構造が想定される O しばしば安山

岩岩脈で、貫ぬかれ，第四市己居に;t-:iなわれている O

この地層は，岩賀によって，さらに次のよラに分けられる O

- 9 ー



(一 一層B 電信浜安山岩貰集塊岩層 i長「而jJ正予1弓函吾川両岩

λ ハリカラモイ石英粗面岩質集塊岩屑

fa2 石英粗白岩， 32' 凝灰質集塊岩・凝灰岩層

tal 磁岩層

8)*
Bl之岩質主化石から，従来のように黒松内統に対比されるこ之は明らかであるが， A

からは化石も発見されず，岩質もかなりことなっているので，あるいじ八雲晃IJ の末期 l ご

噴出した石英粗面岩に由来する堆積物とも考えられる。しかし観察できた範日では， A

と B とは j斬移的なので，一括して，一応黒松内統に対比 L た。

A ハリカラモイ石英組面岩質集塊岩層

室蘭地区なよび輪団地区の，比較的低夷な地形を呈する部分に露出してい

るが，ハリカラモイ附近には， もっとも模式的な発達がみられる。

刷機岩層: 模式地はマスイチであるa t諜岩は準大以下の円際・亜円

牒を主とし，緑色凝灰岩・暗灰色頁岩などの幌別屑の構戒員から友るものの

ほか，黒色粘板岩・閃禄岩・チャート・プロピライト・石英粗iYil岩・輝石安

山岩・玄武岩もみられるO 基質は，主として凝灰質粗粒;ii少岩である a 手さは，

マスイヂでは .5m を越えるが，所によってか友り不同で、あるO 岩相も水平均

に変化し，例えば、，小橋内附近では，厚さ1.5 m の礁岩屑がみられJるが，小

断層を境として， r司層準であるにもかかわらすτ，際岩層はみられたくなり，

石英粗面岩・玄武岩・チヤ{ト・緑色凝灰岩・砂岩などの小さた角球破片を

牢佐藤文男・沢田義男によって，幌別川下流の鉱山軌道第 1 鉄橋附近で，次 η よろだ

化石が発見されている口この化石の産出居は，室蘭半島の h 上部自主(ま I~:'司ピ

層準である D

Yoldiathrathi αejorm£s Star. Nucul αna conjusaHanley

NuculanasρCα rdium sp.

Linthi αsρ Carpinus sp.

このほかに筆者等の発見したものに

Macomasp. Fishbone ぐGn. sp.indet.) である。
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含む厚さ 1m 前後の凝灰質砂岩にかわっているのが目撃されるO またラッパ

森附近では，下位の幌別層を構成する珪化された頁岩の岩片を合む厚さ 3m

以上の凝灰質砂岩とたっているO

82 石英組商岩: これは，際岩層との直接の関係、は明らかでないが，後

でのべるように際岩層を貫ぬいて噴出したものと考えられるO

この岩石は，マスイチからハリカラモイにかけての南海岸・小橋内奥(浪u
イトザケ

量山の司麓)・ヨシサンベ山島よび、御rf時東方の糸付附近在どに露出している

が， ヨシサンベ山を構成する石英粗面岩は岩脈として貫入し，そのほかは熔

岩流として溢流したものと考えられるO い宇、れも岩体の周縁部は，後でのぺ

るように集塊岩質熔岩に変化し，さらに，それに按して凝灰質集塊岩・凝灰

岩層がみられるO

た;t;-，顕微鏡下の観察については，第 6 章「火山岩」の項でのぺるO

a2' 韓友質集塊岩・鑓友岩層: 牒岩層の上にくるもので，凝灰質集塊岩

と凝灰岩とからなるO い守、れも石英粗 ITii岩質であるO

凝灰買集塊岩(よ，人頭大の角磯，ときに l 工 3m 以上にもおよぶ不規則な形の岩片を多

量に合むもので，基質は凝灰岩からなって u 、る。擦は主として石英粗面岩からなるが，

これし工前述の石英粗面岩と同ーの岩石である。なお，このほかに，輝石安山岩・玄武岩・

間続岩・粘板岩・緑色凝灰岩な rの小角磯もわずかにみとめられる。

探灰岩ば，一般に粗繋で灰白色を呈 L，石英粒を多量に合む石英粗面岩質のものを主

として ν 、る D しか L 局部的 lては石英粗商岩の破片をふくむ角磯質凝灰岩もみられる。

この地層は，岩相の変化が非常にはげしいもので，マスイチないしハリカ

ラモイ附近などでは，前にのぺた石英粗面岩の岩体の周縁部は，集魂岩質熔

岩からさらに凝灰質集塊岩にかわっているO また室蘭地区では凝灰質集塊岩

が厚く発達しているが，輪i雪地区や宗蘭地区の西端にたるとうすくなり，石

英粗面岩質凝灰岩の中にわやかに宍在する程度になっているO その反面，こ

とでは凝灰岩・凝灰角陳岩の発達が良好となっているO

ゐそらくとの上うにはげしい岩木目の変化は， この地層の堆積途中に石英粗

面岩を主とする火山岩のi噴出や貫入があって，静穏な堆積作用がみだされた

ことに原因していると思わ ~/>L る O
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第 3 国 輪西南海岸の室蘭層(ハリカラモイ石英粗面岩質集塊岩田〕

1.石英粗面岩質凝灰岩 2. 凝灰角礎岩

3. 凝灰質集塊岩 4. 読炭質小角E葉集塊岩

Fig.3. TheMuroranformation(Harikaramoilipar.iticagglomerate

member)observedatseaeli 宜， southofWanishi.

1. Liparitictuff 2.Tuff-breccia

3.Tufaceousag 只lomerate includinglargebreccia

4.Tufaceousagglomerateincludingsmallbreccia

この地層の厚さも変化にとんで、いるが，最高は 100m 以上とみつもられる o

B 電信演安山岩質集塊岩層

ハリカラモイ石英粗商岩質集塊岩田の上に発達する地図で，主[古地区なよ

び、輪百地区の全域にわたって分布しているO 模式会@(土白浜町近でちるのハ

リカラモイ石英粗回岩質集塊岩府とは沖~r移しているが，特に安山岩出を

に合む部分を境として，それから上却をこの地区r名のもとに一括した。

との地図は，さらに:宕買によって 2 分されるO 下1~'[)J詞は集i忠岩・読灰岩な

どの火山砕)百物を主体とし，その[自に砂岩・頁岩をはさんでj去り，ま

岩・安山岩が介在しているO 上部屑はド部層と漸移するが，主に砂岩・頁岩・

凝灰岩からなっているO

b1 下部層: 安山岩質の凝灰質集j忠岩・凝灰岩松よび凝灰角岩を主

とし， しばしぼうすい (1 ---2 m) 灰色たいし淡青灰色の凝灰質砂岩長よび頁

岩をはさむ地層であるO 岩相や厚さの変化がはげしく，時に地屑中に，局
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的た沈積上の小間際を示す侵蝕

出i もみとめられるO 定信浜では

熱7kJ溶液によって，!判j二!とされ，

黄鉄鉱の微品が鉱染している部

分があるO 全体の厚さは約 100

m であるO

集塊岩の礁には，一般に新鮮な

普通輝石紫蘇輝石安山岩が多く，

室~~:Z地区でι，左( Iこ，あとでの

べる泥熔岩が合されてし、る。ハリ

カラモイ石英粗面岩質集塊岩層と

のj斬務部では，石英粗面岩が，比

較的多量に合玄れて ν 、る o 杢般的

にみると人頭大以下の大、、さのも

のが多」寸"まれには Jm に速す

るものもある。またかなり円磨さ

れたものもあり，御lil~r附近では人

頭大程[支のE円探や円礁が合まれ

ている口なお安山岩礎を顕微鏡で

みる h 構造な rの点で相違して

いるものがあるが，鉱物成分か己

るんほとんど普通輝石紫蘇輝

石安山岩で，一般 I二新鮮である D

。
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b/ 泥熔岩および安~ 111 岩:

~下小橋 ftS ，....，室蘭駅聞に露出し，

部層の比較的 F部に介在する泥

と，輪宮駅前・輪百駅南方

-ヱニ山北方の 173m 丘陵地去

よびポンチキュウ岬などに露 J

を一括する O 後者は産状から岩

する昔通輝石紫保輝石安山岩と
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脈と考えられるものであるO いやれも岩体周縁部は集塊岩状を呈して語り，

さらにとれと下部層 (b1 ) との境界は不明瞭で、あるo (この様子は，特に前 3

者の露出で明らかである。)特に注意すべきことは，これらの火山岩体を構戒

する岩石と下部層に合まれている安山岩礁が全く同ーの性状のものであるこ

とで，この，点から，この泥熔岩争よび、普通輝石紫蘇輝石安山岩は，下部層堆積

当時に噴出貫入したものと推定されるO な.:jt;-，顕微鏡下の観察は第 6 章「火

山岩」の項でのぺるO

b;: 上部層: 淡褐色友いし灰色を呈し，粗粒または細粒の凝灰質砂岩

治よび，灰色の凝灰質頁岩を主体とし，とれに安山岩質の凝灰質集塊岩・凝

灰岩・凝灰質角磯岩たどの薄層をはさむ地層である O 模式地は西小路附近

で，下部層にくらべて層理は明瞭と危り，地層も連続性を示すように在って

いる O 厚さはほぼ、 50m である O

第 5 章第四紀層

第四紀層もせまい地域に発達している O 洪積層のものとして，絵靭層 j守よ

び、視津層があり，ほかに低地を沖積層がうやゐている O

I 絵鞠層

室蘭屑を直接不整合に命拾い，室蘭地区西端の絵柄から視津附近， .:jなよび、

大黒島・恵比須島な左に分布するもので，その模式的危発達は，絵柄附近の

海岸にみられる O

との地層の構成物は，外観，集塊岩状の 1 種の傑層で， しばしば径 3m に

も達する巨磁をふくんでいる O 礁は上述の第三妃層以降のすべての地層や火

山岩類に由来するものとみられるが，ほかに図幅外の，室蘭岳・鷺別岳など

を構成する安山岩類に根源をもつものもあるらしい。 牒層の基質は，凝灰質

*この地層は，前の調査者 (2) ， 3)，の〕によると，黒松内統に対比されて v 、た。
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第 5 園繕柄エンルム崎附近の室蘭層と第四組層

1.室蘭層(ハリカラモイ石英粗面岩質集塊岩

層〉中の石英粗面岩質凝灰岩

2. 絵柄層 3. 祝津層

Fig.5. A stratigraphicrelationbetweentheMuroran

formation and theQuaternary group atthe

neighbourhoodofEtomoEnrumu-misaki.

1.Liparitic tuff in the Muroran formation

CHarikaramoilipariticagglomeratemember)

2.Etomoformation 3.Shukuzushiformation

砂、岩あるいは浮石賀砂岩で、，きわめて粗露である O 一般的にいうと，下部の

方では分級作用を全くうけてむらす勺層理も明らかでないが，上部では層理

もやや明瞭となっている O またこの部分にしばしば偽層が発達する。

との地層は白老地方治よび、党別地方に発達する中位段丘際層に相当するも

のと考えられる O 層厚は 35m を越えている O

E 祝、津層

半島の西端視津町近で，絵柄層および、室蘭層を不整合に;j:?~って，模式的

*な露出がみられるO とのほか，電信浜・ポンモイ・ダイヤモンド岬なよび図

幅の東端な Eでも局部的に分布し，室蘭層・幌日1J層または火山岩類を不整合

*御崎から輪西聞の国道待曲点である口
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にto"拾っているO

この地層は，大部分灰黒色の粗粒ないし細粒の砂層からなるが，厚さ 30"，

50cm の黒色ないし褐色の鴎植土をはさんでいるO 砂層は，小さな偽層が発

達し，祝津l市近では N 400E ・ 300SE の走向・傾斜を示しているO

この地層の分布するところは，常に標高 35m 以下のところばかりである。

視津附近や輪西東端などはその例で，高度 30m 内外の平坦な地形面を構成

しているO 会そらくこの地層は白老沿よび登別地方の低位段丘際層に対比さ

れるものであろう。厚さは約 20 III であるO

田沖積層

海岸に;千}う平地to"よび、諸所の低地帯を埋積ずる砂・粘土・砂利治よび火山
10)

灰からなる地層で，視、正!府近の海岸には，砂鉄を合む砂、!普が発達している O

この砂鉄層は後述のように市行されている O また視主~小学校前近には貝塚や

土器を合む砂層がみら7.〆 Lるのは，先史学的に注意を要するものであろう。

第 6 ~[~火山岩

本地域の火山岩類は，熔岩または脈岩の産状を呈するものなどいろいろあ

るが，噴出時期によって，次のように大別して考えることができる O

A

B

C

D

i
-
-

B

E
l
l

i

-
-
E

J

、
B

i
l
l

i

-
-
E

E

E
-
-

ブレyノグ

1

2

3

4

b
b
b
b

山
石

i
1
1
4
1
1
1

、

面
岩
山
荘

粗
山
武

英
安
玄

石
石
石

石
輝
輝

長
通
蘇

斜
北
日
紫

チャラチナイ熔岩

ポロイソ崎岩脈

母恋北町岩脈

小橋内岩脈

フ。ロピライト

(A 角関石石英組副岩

E グノレープ )B 泥熔岩

lC 普通輝石紫蘇輝石安山岩
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普通輝石安山岩

普通輝石紫蘇輝石安山岩

玄武岩貨安山岩

A

B

C

D

I
s
a
s
-
-

、
l
i
t
-
-
L

ブレグ而
聞
皿

普通輝石玄武岩

会希よそ次各グループの噴出時期は， r院別層ゐよび、室蘭 l冒との関係、から，

のようである O

I は l院Bij 層を貫ぬきあるいは命令って，室蘭層の際岩居中に語 V& として合ま

したがって， r院日Ij屑堆積後，室蘭層堆積前に噴出したものと考え

室蘭屑堆積物の供給源となっている。E は室蘭!再堆積中に噴出し，

E は室蘭層を貫ぬいて噴出したものである O

fしているO

られるO

-F 微鋭 下 の 観ー←雰一一一一一!
l 変質の i 安山岩の!玄武岩|分
j 程 度|安山岩の種類 i 斑ね品|の輝石

じてじる|普通輝石安山岩|有色鉱物
~ ~，-，-..~ 7-. ~"'-' j が少い

いる|普通輝石紫蘇

5 のもあ i 輝石安山岩
屯)

!普通樟石紫蘇
J般に新 l 輝石安山岩‘

鮮 |普通輝石安山岩

!玄武岩質安山岩

命拾よその持性を略記すると次のようである。

昌三布

恋
区

母

地

都
石

紫

桜[

また各グループの，

強

熔岩流

岩脈

。
西
区

南室
輪
地

有色鉱物

が非常に

多い

強烈

司
同
づ

戸
沼

J
M川
川
J

<i..I
Z三F

~t般に
わたる

通
石

普

輝

一般に有

色鉱物 I d..

タド

I

E

!宰書u語堆積rtrtr に H責出したもの〉I グノV..- フ。(幌別層堆積後，

このグループに属する岩石は，斜長石石英粗白i岩・普通輝石安山岩・プロ

]ヨ恋、地区にほぼ集中的にとれらは，ピライトゐよび、紫蘇輝石玄武岩であるO

分布している。一段にプロピライト化・陶土化・黄鉄鉱化作用などをうけ，

均質友岩新鮮なものは少い。また，局古目的に岩相の変化がはげしいもので，

体から集塊岩に変っていること，部分的にプロピライトとなっていること，

- 17 ー
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A 斜長石石英組面岩

この岩石は，母恋地区に， N100--20 Q

'V の方向で幌別層を貫ぬいて分布し

ている O 産状から岩脈と考えられるもので，全般的に変質がいちじるしく，

陶土化・黄鉄鉱化作用をうけ，新鮮なものは少い。やや新鮮なものは，肉眼

的に，大型の石英斑品をもった青灰色の斑状岩である O

斑品: 石英'斜長石

石基: 石英・絹雲母・磁鉄鉱・黄鉄鉱

この岩石 lむやや新鮮なものでも，斑品・石基ともに絹雲母の生成が v 、ちピるしい

プロピライトに近 ν、もので，石基は l忍微品質である。

斑品の石英(土，径 Imm 以下の新鮮なものが，わずかにみられる程度で，大部分は融

蝕された形をとづて v 、る。斜長石の斑品は， Inun 前後の大きさで，ほ左ん r完全に

絹雲母に置換されて ν 、る。

石基 l二，大部分隠i!tz品質の石英からなり，その間に絹雲母の生成がみ主められる口

B 普逼輝石安山岩

この岩石に属するものは， (1)チャラチナイ附近に模式的に発達し， ，溶岩

流の庄~tk を示 Fチャラヂナイ熔岩， (2) ポロイソ崎F付近からパス会社F付近に

かけて，ほ 1~'rr百二!との方 rr'l] に:岩脈状に分布するポロイソrIfdf岩脈， (3) 母恋駅前

に岩;1*の J主状を示すほ恋北町岩脈，ゐよび、， (4) ノj、橋内ヨシサンベ山の北麓

にわすτかに浮出するノj 、橋 I守岩脈，な Eの 4 つの岩体があるO

顕微鏡的にみると，石基の構造むよび斑品の斜長石・輝石の量などに，多

少の相違はあるが，構戎鉱物l士，みなほとんど同じであって，斜長石と普通

輝石とからなり，紫fヰ;輝石はほとんどみられないものばかりであるO また方

解石の生成がいちじるしいものもあり，新鮮なものでも，わす=かであるがプ

ロピライト化されている。 また融蝕された石英の捕獲結品が，入っているこ

とカ2昔j亘-eある。

hI チヤラチナイ熔岩: チャラチナイ・ポロチキュウ附近から室蘭商業

高校附近やよぴ母恋南町にかけて，幌別居;j;-よび、斜長石石英粗illT岩を;j;-;jなっ

て分市している O 大部分は集塊岩のような外観を呈するが，チャラチナイの

東方などのように，毛皮状節珂の発達した部分もある O 一段に暗緑色ないし劫
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黒色の般信な岩石で、， しばしば鉱染作用をうけて変質してゐり，また局部的

にプロピライトとたっているO

斑品: 斜長石〉普通輝石

石基: ガラス。斜長石 a 緑泥石。方解石。視策石。磁鉄鉱・輝石。貰鉄鉱

一般 Jご多斑品のノ、ィアロピリテツグ構造を示し，比較的ガラスの多い岩石で・ある。石

基l工，普通lよ微品質であるが， v 、ちじるしく変質したもの;む完全にプロピライト化

L ，とくに方解石の生成が ν 、ちじる Lv 、口

斜長石 J二，曹灰長石程度のもので，比較的に小形のものはーかりであるが，鮮明な累帯

構造を示ずものもある。割目。袋聞などにそって紙泥石あるいは方解石に置換されて

いるのが普通で，変質のいちじる Lv 、もの i:·;: ，全体が完全に紘泥石および方解石に交

って u 、る。 揮石 iよ複日折率の高 ν 、普通輝石で，一般にその量 o入、新鮮な岩石以外

の輝石は，民主んど禄泥石に変って v 、る。

石基;主新鮮たもので lむガラスのほかにも針状ある、、は冊子状の斜長石からなり，プ

ロピライト it t，たもので Jよ，大部分が禄泥石化 L，方解石 e 掲策石が生成している口

会れに融蝕! ;fL た捕獲結品ある lいは破片状の石英がみられる D

bJ ポロイソ堵岩賑 : r院 JJIj層を貫ぬいて，ノξ ス会社債/]~ら，ポロイソ IIIな

にわたって分布しているO 刺青色ないし灰青色を呈する故密な岩石である。

パス会社(:付近では，板状たいし往状節理がよく発達しているが，ポロイソ [Ifな

附近では，長塊岩:氏となって，まれに既存岩石(緑色凝灰岩・石英粗両岩・

玄武岩な E) の小角傑を合んで、いるO また局部的にプロピライト化作用をう

けているO この岩脈が，出UJljr晋の禄色凝灰岩を貫ぬいているのは，栄高校i泊

近の採石埼で、観察できるO

斑品: 斜長石〉普通輝石

石基: 斜長石。ガラス・続泥石。磁鉄鉱

やや多斑品のハイアロピリテッグ構浩乞示すが，岩1*心部分によって，石基の構造に

いちじる L.'y 、主主がみられる D すなわち，(ま主んど、鉱物の品出のみられた ν もの，昭、微

品質のもの，さらに針状あるいは冊子状の科長石がみられる程度のもの主で各種があ

る。斑品。石基といこ緑泥石化作用方h 、ちピる L <，とくに視色緑泥石の生成i)~注目

をひく D

斑晶の大半(む大Ij、様々の大きさの斜長石で[ められ，大!l~!I のもの i 二(訂累帯構造の

発達方h 、宇) l了るしく，成分はわりに基性で， An70，，:{附近の曹灰長石を普通としてい

る。しか L 時 iこ(ん曹長石イじしたものがみられ，割目・裳聞なとーにそって緑泥石に置

換されて v 、る凸輝石 I.J..，複屈折率の高い普通輝石で，その量三わりに少く，大半が緑泥
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石に置換されてし、る。時には石英の捕獲結品が，融蝕された形で入っている。

b3 母憩北町岩脇: 幌別居希よび、石英粗回岩を貫ぬく岩脈であるO 新持

たものは，鮪青色の竪硬・紋密な岩石で、，柱状節理が明瞭に発達しているO

周縁部は集i鬼岩状と在り，淡赤褐色ないし灰色を呈している。また部分的に

プロピライト化作用をうけて，緑青色 lて変っているO

斑品: 斜長石〉一普通輝石

石基: 科長石。ガラス。禄泥石@方解石。磁鉄鉱

blob:.? 左ややことなった安山岩構f告を示す岩石であるが，岩体の部分にぷヲてハイア

ロピリテッグ構浩を示すこ左もある。石基(土一般に 10微品質で，方解石・禄泥石の生

成がし、ちじ、るしい D

斑品(二ほ主んど斜長石からだ h 小型のものに，緑泥石に置換されているのが普通で

あるが3 大型のもの(斗やP新~t'(:で， v 、ちピるしい累帯構造の発達して ν 、るものがあ

る。成分心ほほ曹灰長石程度のもので，割目・裳聞にそって緑泥石イじ L て u 、る。普通

輝石;λ 小刑で量 j'F少<， ~~~l~尼石化 Lて v 、るこ止が多 ν 、。支た融伺!された石英が，捕

獲結 rl11 として入づているこ主も少くな ~i 、。

b.t 小橋内岩賑: 小|喬門司のヨシサンベ山北震道路ぎわ i口実塊岩状を

呈して・わ守、かに露出する，晴灰色または割灰色の倣密な岩石であるO

斑品: 科長石〉普通路石

石基: ガラス。奈l長石・磁鉄鉱

前 3 者にく L べて，斑晶の斜長石・普通輝石の量は非常に少 < ，流理構造 ξ示す岩石

である。

斑品の斜A長石(よ，ほ If曹灰長石に相当 L ，小型のもので量的にも IJr V、。普通輝石二割

長石の量よりさらに少く，粒状のものが点在して ν、る程度である白石基に，ガラスの

ほかに科長石の針状結品がやや方向性を有 L ， 一種刀流理構造を示 Lて L ら。

C 紫蘇輝石玄武岩

母恋南町から地球岬燈台に行く途中，むよび燈台の東海岸に蕗出する岩脈

を構成する岩石で，板状に割れ，!勅黒色ないし暗褐色を呈し，はなはだ俄密

な岩石であるO この岩石は室蘭層中に磯として入っていることから，室蘭層

堆積前に噴出したものと考えられるO

構成鉱物: 斜長石。紫蘇輝石・ガラス・磁鉄鉱

この岩石は標式的な玄武岩構造を示すもので，大部分はいちじるしく長桂状の斜長石

じ紡錐状ないし針状の紫蘇輝石とから成ワている D 特に斜長石にくらべて，紫蘇輝
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石の量は， i二るかに多じまた磁鉄鉱;之斜長石の次に多 ν 、。なお紫蘇輝石[工掲色の緑

泥石に置換されて ν 、るのが普通である。特に注意すべきこ左は，大型斑品状を呈して，

石英ーと斜長石の捕獲結晶が入ヲているこ土である。これらは，主もに融蝕されており，

特に刻長石はp ざわりに反応縁主 L てミルメカイト状構造がみとめられ，明らかに捕

獲結品であることを示している D

D プロ t: ライト

プトフレナイ・ムカリシヨ崎・地球岬燈台の西側・ポンチキュウ・母南

町西却の山・母恋南町の神社附近ゐよぴほ恋公園町などに露出し，それぞれ

独立した岩脈状の岩体を構成しているO ことに前 3 者は，柱状・板状節理の

発達がいちじるしい噴火湾に回して，塔;U~f亡rJ乞立し，その高さは 100 m に

達している。それぞれの岩体によって，プロピライト化には，強弱の差はあ

るが， ---......:~交に安山岩質岩石から変質したも (T'，で、，晴様色または青緑色を呈ず

-竪税な岩石であるO

斑品: 斜長石〉普通輝石

石基: 科長石。扶泥石。方解石。輝石。玄鉄鉱

顕微鏡的に i ，......'斑晶の I}' い安山岩質構造ミ示し，禄泥石。方解石の生成が， v 、ちし目、る

ν 、ことが特徴で・ある。斑品の大半 J二交質';して v 心 77: ， rr~l長石と少量の輝石が

みとめ己f;l.，各岩体の原岩;ょ，ほとんど壬部が，斑品ノ〉少、、普通揮石安山岩 J 二周 L て

ν 、?ここ主を示して u 、る。

斑品 1コ幸'!長;行I.::，おのおのの岩体に之勺て，ぞの量/':多句、ものも， きにめて少 ν 、もの

もあるが，一般に累':古構造元~ v、ち!?るしく，成分:曹灰長石に当る口方解石に置換さ

れていることが目立っており，紘泥石?としたも心も普通にみられる。これら(む割目

ヂ裳開 iこそうているが，累 JfFi構造 iこそヲた交質も， しばしば・みとめられる。輝石は新

鮮なもの lよほとんどなく，緑泥石イじが主\ iこ ν 、ちじる L.'v' 、。まれに緑色禄泥石の生成

がみられるが，大部分は褐色の緑泥石である口

石基iおわりあ v 、に新鮮なものもみられるが， 一般に?わず、かに斜長石の針状結品の

存在主知るこ王ができる程度で，禄泥石。力解石の生成元川、ちじるし lρ。特に黄鉄鉱

ヵ;生成して ν 、るものもみられ，主た破片状ある v 、 i工融蝕された形の石英が，新鮮た玄

空残されて u 、るこ主もある D

E ク勺v_ ブ。(室蘭層堆積中に噴出したもの〉

このグループに属する岩石は，角閃石石英粗面岩・泥熔岩社よび、普通輝石
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紫蘇輝石安山岩の 3 種であるO ほとんど例外たく周縁部の岩相は中心部と異

なって治り，また室蘭層の堆積層との関係は不明瞭で、，判然とした境界のみ

とめられないのが普通であるO したがって，明らかに室蘭屑の構成員と判断

されるととは，既述のとゴなりであるO 岩石によっては，変質したものも，わ

す=かにみとめられたが，一般には新鮮なものが多い。

A 角閃石石英粗面岩

この岩石に寓するものとしては， (1)ハリカラモイからマスイチにかけ

て，一部は熔岩涜状に，一部は岩j眠状に露:i司するもの， (2) 測量山西麓(小

橋内奥)， (.3)ヨシサンベ山 jなよび， (4) 御崎駅東方の糸付附近，在どに露出

するもの友ど， 4 岩体がみとめられるO また室蘭屑のハリカラモイ石英粗面

岩質集塊岩層中に入っている石英粗回岩の礁は，まったくこれに属する岩石

で、あるO

この岩石は， I グノレープの石英粗両岩にくらべて，きわめて新鮮なもので

あるO 露，出場所によって，構成鉱物の呈上ヒに，多少の変化があるにせよ，顕

微鏡約には，ほとんどf同ーの岩石であって，一!投に灰色ないし灰白色を呈し，

石英・斜長石・角閃石などのかなり大型斑品がみとめられる斑状岩であるO

マスイチ台よび、ヨシサンベ山などの露出では，節理がよく発達し，周縁部は

集塊岩状にたっていることが観察される。

斑品: 石英。烈長石〉角閃石

石基: 石英。新長石。磁鉄鉱

石基は微品質で，わずかに緑泥石化作用をうけているものもある。

斑品の石英\.>.' -~般に大 )t~ で， 主きには融蝕された形を[めすものもみられる D 到長

石は，酸性.つもので，灰曹長石の成分をもち，~片双品はきわめて少く，累帯構造は

とくにいちどるし ν 、。 角閃石 iよ大型の緑色角閃石で， XOY =，，)炎掲摂色， z= 緑色の

多色性を示すむ

B 泥熔岩

との岩石は，同小路附近・室蘭駅前のよrf1社裏なよび北辰中学校附近に，集

塊岩状を呈して露出するもので，室蘭 j需の電信浜安山岩質集塊岩層の比較的

下部に介在している O 暗灰色ないし灰白色を呈し，やや粗霧な岩石である O
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斑晶: 斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・(角閃石J

石基: ガラス・〈科長石川磁鉄鉱

石基はほとんどガラスからなわ斑晶の大半 i~: ，破片状あるいは捕獲結品状で， ー種

の泥熔岩質の岩石と思われる。

斜長石(土，量が多〈，破片状のもののほかに，融蝕されたものもふれ緑泥石イじゃ曹

長石化作用が普通にみられるロ有色鉱物は，紫蘇輝石よりも普通輝石の方が多く，紫

蘇輝石は， x=決黄色， Y=決禍緑色， z=決緑色の多色性を示す。

C 普逼輝石紫蘇輝石安山岩

との岩石に属するものは， (1)輪西駅前(ガス会社附近)， (2) 輪西駅南

方，は)ヱニ山北方の 17:3 111 丘It変地， (4) ポンチキュウ附近， (5) 日鋼阜頭

附近， (6) 市立病院附迂などに露出する 6 岩休がある。 (5) V土，幌日rjJ習の緑

色凝灰角傑岩を N65°E ・ 500SE の走后1 ・傾斜で貫ぬき，往状節理がよく発達

しているO いす=れも岩flff<の産状を示すもので，集塊岩状を呈する部分が多く，

ととに (4) は，ほとんどが集塊岩からなっているO これらは，室蘭層の電信

浜安山岩質集塊岩層に j斬移して jなり，同属中に入っている安山岩礁は，全し

これらの岩体の岩石と悶ーのものである。一投に暗灰色ないし灰色を呈し，

紙密な岩石であるO

斑品: 許i長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

石基: ガラス。科長石。輝石@磁鉄鉱

'この岩石は，各岩体を通ビて， I グル{プベ"'I グループの安山岩より，基性火山活動

の産物土考えられるもので，斑品の斜長石;二，割合!ご少\ ，有色鉱物の斑品が比較的

多'v" ，;~主が特徴である D 一般にハイアロピテリザグ構造を示 L ，時に若干の緑泥石化

イ乍用乏こうむっているものもある。

斑晶のま~f長石(二， An70 前後で，基性心曹灰長石の成分をもち， 径 1.5mm 程度の大

きさのものが多く，輝石の包裏物をもっている。ポンチキユウ浜のものは，拍子木状

の斜長石が，わずかに方向性をもヲて配列している凸 企般に割目に沿って，ガラスや

緑泥石に置換された部分がみ左められる。立た，わず、かであるが曹長石化をこうむっ

ているものもある。紫蘇輝石 iむ大型で長柱状を呈 L，量も多く，ヂヂ強い， x= 決

掲色， Y=i た摂褐色な ν 、 Li炎黄ー色， z= 淡禄色の多色性を示す D 普通輝石 1J..'大小い

ろ v 、ろの長柱状を呈 L，ときに融創!された形がみられ，量は多い方である。これらの

有色鉱物は，一般に続泥石に置換されている。

石基を構成するものとして，量的に多いのは，ガラス，奈 i長石の針状結品である。そ

のほかまれではあるが，普通輝石安山岩あるいはプロピライトなどの捕獲岩がみられ，
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京た融自!形の石英粒をしは'しば捕獲結品として有して ν、る。こ主に日鋼阜頭附近およ

び市立病 lt附近のもの lU これが ν 、ちじるしいようである。

置ク勺V←ブ。(室蘭層を貫ぬくもの〉

このグループに属する岩石は，普通輝石安山岩・普通輝石紫蘇輝石安山岩・

玄武岩質安山岩・普通輝石玄武岩の 4 種であるO これらは例外なく岩脈とし

て噴出したもので，ほとんどが，地形的に突出した山!峰を構成しているo I

グループや E グノレーアの岩石にくらぺνて，きわめて新鮮なものぽかりであ

る。

A 普逼輝石安山岩

この岩石に属するものは， (1)御崎市業所[Yft近(ヘピ島)， (2) チキュウ ~llF

熔台附近， (3) ポンモイ会よび， (4) 母741南町東側に露出する 4 岩体があるつ

いすτれも岩脈の産状を示すもので， (1)なよび、(.'3)は，庄状;荷主nがよく若達

している。暗灰色を呈するやや徴密・堅硬な岩石であるO

斑晶: 斜長石〉普通輝石

石基: 斜長石。ガラス・緑泥石

この岩石 iお I グル(プおよび I グループの安山岩‘ Iこくらべて，かなり酸性である。

すなわち，斑品のほとんどι斜長石でしめられ，普通輝石氏わずかに九とめられる程

度のもので，ハイアロピリテッグ構造を示す岩石である。

斑晶の科長石は，径 2 mm~1.5mm 程度の大型のものん拍子木状/ノ小.Jt~ノふものとが

あり，大型のものには累 i市構造がきわめて明瞭に発達しており》成分はほぼ曹灰長石

にあたる。主れに曹長石イじされているロ普通輝石は，きわめて少に長柱状の小型の

もので，かなり緑泥石イじされている D

石基 l二緑泥石イじ作用をうけたものもみ主められ，斜長石の冊子が多じガラスは割合

に少 ν 、ロ

B 普通輝石紫蘇輝石安山岩

この岩石に属するものは，母恋富士松よびエニ山北東方の丘!変地を構成す

る 2 つの岩脈であるO 前者は柱状節理の発達が，きわめて良好で、あるO とも

に淡禄灰色ないし暗灰色を呈する斑状岩であるO

斑品; 斜長石〉紫蘇輝石・普通輝石

石基: ガラス・斜長石・輝石・磁鉄鉱・禄泥石
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ミ Jノ宮、石;二，やや多斑晶心ハイアロピリテヅグ構造を示すものである。

斑品ゾコ判長石 IJ.，般に小型で， 1mmI こ 速するもの{土;'j..られなI.-、D 夜片双品の発達

良好であるが，累;市博浩;二不良である。成分l二，曹灰長石附近のものである。新鮮

セものは比較的少(，輝石・磁鉄鉱など正包哀してu 、ることが多い。紫蘇輝石・普通

輝石ι 土もに小型のもので，禄泥石f七 L て ν 、るものが多い口

石2tニ，.人，徴主[つ伏fノ;j?f長 石，輝石粒が割合に多く，ガラス(土比較的少u 、 D

母757;f土のものiコエ，ばL i士.破計形あるいi 之融問!形の石英の捕獲結晶が入ってい

o

C 玄武岩質安山岩

こり守-Ffに属するものは， Iヌi幅中の高最l峰である測量山 (200.5 rn) を構成

する岩脈で，前灰色たいし駒灰色を呈し，やや斑品の多い粗粒な岩手干であ

ヲー，

/..,) 0

斑品: 科長石〉普通揮石

石基: 科長石。輝石。磁鉄鉱

これ岩石lU J三ぽ完品質の玄武岩構造を示すもので，かなり大 )t~ の斑品を有 L，粗粒

玄ミ寺山ご近 ν 、ものである。

斑品ゎ科長石，土きには 2mmlこ達ヂるものがあり，深片双品がみとめられる。成

分 An 80 で曹灰長石にあたる。普通輝石 iむ奈!長石 iごくらべて，その;量 J二少じま

れに存在するにすぎ.で u 、 D

石基，多量の短冊型のま;f長石微iEI が， ~黒方位に散在 L，よその問を粒状の輝石主磁鉄

f8t\でうずめて u 、る。

D 普逼輝石玄武岩

この岩石に属するものは，エニ山 (188 m) を構成する岩脈で，柱状節理の

発達がいちじるしく，俗に鋸山と呼ばれているほどである。灰色または暗灰

色を呈するやや粗粒た岩石であるO

構成鉱物: 判長石・普通輝石。ガラス@磁鉄鉱

こ心岩石(むやや粗粒の担式的な玄武岩構造を示すも心で，特に粗粒左なった部分に

は，オブ f テック構造がみとめられるロ

細長い拍子木状 V)斜長石が，いちじるし ν 、方向性を示して配列 L，輝石 l工，粒状ある

)、 i二長柱状をたしている D 長柱状のものは大体斜長石と同じ方向性を正って v 、る。ま

た大ささが O.5 mm 程度になると，オプイテッグ構造をとるようになり， 間関をうず

めて，ガラスが小量存在する。
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第 7 :宅地史

以上の各章でのべたことから，この地域の地質構成が，現主みられるよう

になった経緯をある程度推定することができるO

I 新第三紀

西南北海道のほとんどの地域がそうであるように，この地域の基盤岩層も，

「いわゆる古生層J といわれている先新第三紀屑からなっているようであるO

新第三紀以前の長期間の削剥を経たのち，との基盤岩層の上に直接新第三氾

層が:!:ff~積した。

概観すると，との新第三紀屑は，火山砕hJ}岩を主体とし，種々の火山岩を

伴うもので，西南北海道の各地域と同様に，新第三紀には，火山活:防がきわ

めて旺盛で、あったことを物託っているO しかし西南北海道のタイプ。である渡

島半島地域とは，やや趣をことにし，八雲層や瀬間層に相当ずる地!晋を欠I徐

している。

A 幌別居堆積期: 新第三紀初葉になって，陸地化をつづけてきたこの

地域も海水下に没して，ます市I[縫統に相当する I幌別層を堆積した。この堆積

の前半は，禄色凝灰岩をはじめ，火山砕府岩を主体とするもので，安山岩貨

の火山活動が連続的に行われたことを示しているO この火山活劫は海底で、行

われたものらしい。幌別世の後半には， しだいに火山活劫が去えて，砂質た

いし泥質の地層が堆積した。しかし後半期でも火山活動が全く静jとしたわけ

ではなく， しばしば火山灰や角陳層をもたらした。また前半にもたらされた

擬灰岩が，主として安山岩質であったことにたいして，後半では石英粗同岩

質に変っていることは特徴的であるO とのようた堆積相または火山活動上の

変遷は，別温泉図幅J 地域のI慌別居と全く軌をーにしているO

B 幌別層制剥期: この時期にたると，図幅地域は i重化して小規模な地

殻運動があった。(この地域で八雲層に相当する地層を欠除しているととや，
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幌別層と室蘭屑との聞に構造上の差がみられることは，との間の経緯を物語

っているものである。)この運動と相前後して，かなり旺盛た火山活動が行わ

れ，母恋地区にみられるように，酸性から基性にわたって多様な火山岩類が

噴出した。また，との火山活動にともなわれて，か社り強烈危鉱染作用があ

り， I幌日u層や火山岩類に変質を与え，黄鉄鉱や銅・亜鉛友どの小規模な鉱*

をもたらしているO

この火山活動ののちにも，なむかなりの削剥期間をへて室蘭層がもたらさ

れた。

C 室蘭層堆積期: 前記のように，陸化・削剥をつづけてきたこの地域

も，この時期になって，ふたたび、海進をうけ，話持層や砂層を堆積した。しか

し，この堆積にびきつづいて，猛烈な酸性の火山活動が開始され，石英粗商

岩がi噴出し，とれにともなって，きわめて岩相の変化がはげしい， r司質の集

塊岩や凝灰岩などの火山砕屑岩層をもたらした。この火山活劫も海底(戊海

地域)の活劫と考えられる。やがてこのような酸性岩θ活動がしだいに問欲

的にtJ: D ， 哀菊してゆくにつれて，安山岩貰ーの火山活動が開始された。しか

しこの型の火山活動は，酸性岩活動のときほど強烈友ものではなく，小地域

に泥熔岩として話会涜したりあるいは岩脈状lて貫入し?とれ火山氏や角球を降

らした程度で，しは、しば砂買ないし泥質の地層の堆積作用によって中断され

たらししきわめて間欲的友活動であった。しかも，後半になるとさらに衰

えて，火山灰を降らしているだけにゐわり，との時期の堆積層を概観すると

砂岩層や泥岩層が卓越しているO

D 室蘭j菅制剥期: 室蘭屑の堆積{あとの地域は陸化に転じ，第三妃未

まで削剥がつづけられた。しかしこの時期にも，たむ安山岩t>よび、玄武岩の

火山活動が行われた。この活動は室蘭屑if七積前や堆積中にあった火山活劫の

ようなはげしさはなく，室蘭層土佐積中の活動にひきつづく，ほとんど余波的

た活動であった。一方，瀬冨に相当する地層のみられたいような長期にわ

たる削剥~日間には，ブごきな造構造運があって，現在みられるような地質構

造の大様が定まったらしい。この造構運動は，ほとんどね出をともなわや
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主に断層運動で代表されるもので，陸上でみとめられる主断層のほかに，半

島南岸の海底急崖なども，との時期に形成された構造弱線のたごりと考えら

れるo 0

E 第四紀

第四紀になると， との図幅の近接地域である木島部の王子日fj地方や白老地方

には，下部洪積世の地層や，室蘭岳，鷲別岳あるいは倶多楽火山なc'の火山

噴出物がかなり厚く発達したが，図幅地域半岳部には，これらに相当する地

層はもたらされ放かった。 ゐそらく洪積世初期から沖積世初棄にかけては，

室蘭半島は，ほとんど海面下に没するか，あるいは木岳部から切りは註され

て，海上に瓜立した小島で、あった。 すなわち半島の南海岸の高さ l)O m i5付近

に，海蝕の跡がのこされていることや，絵柄層・視淳層などは，上部洪積 l正

末期当時の海岸線の位置を示すものであり，少くも当時。海岸退くのllli積物

とみるととができる。

このような探島の時期jにも，一部では削剥が行われて，断層破砕帯や脆弱

な岩層はけ守、りま-られるとともに，上昇運動がつづいて，沖積世.の後期には，

ついに珂在みられるような，連続した半島地形が形成された。歴史時代に入

つては，との地帯の南方の駒ヶ尽を噴出加とするらしい火山氏が降ってい

る。

第 8 =-[~'[ 応用地質

との図幅地域には，地下資源としてみるべきものがない。しかし，諸所に

露出する火山岩は採石されて，種々の用途に用いられているO まだきわめて

小規模で、，今のととろ稼行価値は全くたいと思われるものではあるが，母恋

地域には幌別層の構成員が，黄鉄鉱によって鉱染されているところがあり.

銅・亜鉛の小さい鉱脈がみとめられるO そのほか，海岸に砂鉄があり y また

母恋に拾いては，陶土台よび、掲鉄鉱があるが，いやれも貧弱な規模のもので
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あるO

I 黄鉄鉱および銅・亜鉛鉱

葺鍍鐘: 前志のように小規模なものであるが，参考まで、に，黄鉄鉱によ

る鉱染作用主うけている箇所をあげると次のようであるO

鉱染箇所 1 鉱染された岩石

ヂャラチナイ附近|緑色凝灰岩。緑色獄灰角探岩

プトブレナイ附近|緑色凝灰岩。緑色続灰角傑岩

室蘭商業高校附近 斜長石石英粗面岩

日ロヂキュウ附近|普通輝石安山岩。プロピライト

ポンチキュウ附近 斜長石石英粗西岩 o プロピライト

曙グザラユ/ド 附近 J;3t長石石英粗面岩。プロピライト

鍋.]2鉛鎮: 昭和 25 年 2 月，母恋公園町のi!害グランド建設中に発足さ

れたものである。 I挽日Ij層を貫ぬく石英粗珂岩中距拾する裂~車交境鉱脈である

が，現在のこっている露頭では，鉱石鉱!坊をほとんどみることができないの

い宇イLにしてもきわめて貧弱なもので，政行の対象にはならないものであ

るO

渋谷五郎によれば，発見当時に採集された鉱防は次のようたものであっ

た。

霊訪鏑鏡: 最大 2CIllに達するものがあり，美麗な等軸品型の卸:面がみられる G

閃E鈷鏡: 表面に黄鉄鉱の微晶が多数共存する D 主た閃亜鉛鉱の中には， スピンネル

双品および来片ii.. 品を L たものが見出さオL た。

E 砂鉄

祝埠海岸に，海・浜漂砂鉄鉱*が発達しているO との鉱床は昭和 26 年 11 月

から，丹野組によって採掘されはじめているが，調査当時(昭和 27 年 2 月)

は海浜畑近だけを採掘し，水選を行ったのち， 日産 2--3 トンの生産をあげ，

寓士製鉄，八幡製鉄などに送っていた。
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海岸鉱床区だけの鉱量を概算すれば，次のようである口

品位〈タの l 延長 (m) 幅員 (m) 層厚 (m) 比 重

60 600 ラ 2.6

賦存鉱量 (ton) 可 採 率〈ガ〉 可採鉱量 (ton)

4,680 50 2,340

このほか，祝津町の住宅地域の沖積層中にも，相当量の砂鉄が合まれており，約 3 万

トンの埋蔵量が推定される。

皿石材

との地域には多数の岩脈が発達してなれその露頭が，交通の便のよいと

とろにあるものは，ほとんどすべて採石されている O その用途は，道路の敷

石・建築物の土台石・港湾埋立用石たどである O

参考玄でに，採石筒所および岩石の種類をあげれば，次のようである D

[7ふ戸?一J亙m空空J
開運町市役所裏|市 営 l 普通輝石安山岩 l 道床パラス l

舟見町栄高校附近 l 和泉石材店!葉龍z霊骸z2山岩 [建築石材 !

[ [ 二ス-1 i : ?1 ・ |パラス・港湾埋立石

母 恋 南 町!地崎組(プロピライト |コンクリートパラス(

|輪西ガス会社附近!東亜港湾 i 普通輝石紫蘇輝石安山岩!パラス・港湾埋立石 l

l 竺崎発 F 所点 薬式会君!普通輝石安山岩 !パラス・港湾埋立石 l

l 海 岸 町|池田租 j 普通輝石紫蘇輝石安山岩;パラス i

! 集塊岩

|母恋北町!i_~母恋宮士〉!ヰ苧組普通輝石紫糊石安比ふ・港湾埋立石 l
!輪西奥|

IV 陶士および褐鉄鉱

母恋公園町附近の，石英粗国岩のいちじるしく陶土化の進んだものは， I勾

土として数半前まで採掘され，利用されていたということであるが，調査当
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時は，その採掘跡は既にわからなく怠っていた。

褐鉄鉱は前述の黄鉄鉱の鉱染鉱床の酸化帯に発達するもので， もとより小

規模なものであるa 10 数年前に僅かに採掘されたということもきくが，鉱量

の点からみると，いまさら問題になるよう訟ものではたい。

支‘献

1) 深谷龍太: 登別図幅 (10 万分の 1)口北海道工業試験場，未刊行

2) 渋谷五郎: 室蘭稀布附近の地質及び岩石o 北大理学部地鉱教室修論(手記〉。

(1950 年，昭和 25 年〉

3) 佐藤文男: 室蘭半島の地質概要。室蘭工大，地学研究， 1 巻 3 号 (1949 年， 昭

和24 年〉

4) 佐藤文男: 室蘭附近の火山岩。室蘭工大研究報告， 1 巻 1 号ぐ 1950 年，昭和 2ラ

年〉

5) 7k 路部: r室蘭港海図 J (2 万分の 1) ， (1 947 年，昭和 22 年〉

6) 長尾巧.佐々保雄: 北海道西南部の新生代層主最近の地史。地質学雑誌 40 巻，

41 巻(1 933 年-1934 年，昭和 8 年-9 年〉

7) 斎藤自之・小山内照，酒匂純使: r登別温泉図幅」説明書。北海道地下資源調査

所 (1953 年，昭和 28 年に刊行の予定〉

8) 佐藤文男・沢田義男: 鷲別岳附近の火成活動について由新生代の研究， 13 号

(1952 年，昭和 27 年〉

9) 土居繁雄: r白老図幅」説明書。北海道地下資源調査所 (1953 年，昭和 28 年〉

10) 浦上啓太郎・長沼祐二郎・富樫利八: 北海道における火山灰に関する調査報告

第 2 報。火山， 1;巻 4 号(1 933 年，昭和 8 年〉
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EXPLANATORYTEXT

ofthe

GEOLOGICALMAPOJ?.JAPAN

Scale, 1:50,000

M:URORAN

(Sapporo-69)

By

HiroshiOsanai

SumitoshiSako

(GeologicalSurv('yofHokkaido)

Resume

Theareasurveyedduring1951-1952forabout30days, coversthe
wholeC'xtensionoftheMuroranpeninsula. Themainmassisahilly

land, extendingsouth-west,vard forsomedistance, and thencurvestoward

north-west. Its hillydistalextensionembracesfromsouth-eastthe

MuroranbaywhichisanembaymentattheeasternlimitoftheUchiuraｭ

wan,knownalsoasthevolcanicbay,ofHokkaido.Proximallythepeninsula
isconnectedwiththemainlandbyalowalluvialflat. Themainhilly

partofthepeninsulaisformedoftheNeogeneandQuaternaryformations,
theformeraccompaningpyroclasticandigneous rocks, whichoccuras
extrusivesanddykes. Topographicallytheaxialridgeofthepeninsula,
about10)m.abovesea-level.isclosetothesouthernsidewitharather

gentleslopetowardnorth. Theslopeisdottedwithmonadonocksdueto

theresistanceofigneousdykesreachingtotheheightofabout80--90m.

abovetheseveralsurfaceoftheslope. Thishillypartisdividedintotwo

blocksbyastruct,\lral line ,Tuning N-S. South~rn coast'-is'irregularand

.rugged, andpresentsabeautifulnaturalscenery.
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Thegeologicalformationsofthisareaandtheirstratigraphicalsucces 司

sionareShOWllinthetable.

, Alluvium ......ｷｷｷAlluvialformation

Quaternary··· …… I h _.. (Shukuzushiformation
lUpperr1iluvium;ヘ/ーノ一一一

lEtomoformation

(Denshinhamaandesiticag;glomel'ate

{Pliocelll' ・・ ;\f uroran Imember
N川叫乞町貯mωe目仙‘吐n肘Ie I f五《ο叫ぽ州)川汀川rmatioIl IHa引町Hげri止kζ孔a訂ara汀I'、川aIn山削noiドい川(ο吋)吐i lipr刊刊M川川a川川叩1-1町rl冨'1江tic a句gω日叶10叩)汀)]1 1附n削θ付げl'削.

1叫U恥\"'pr、γr川山ti

l J\f川Ti(川11いト.一….一.}日 ITo 河I川)(忙川 tν吋島吃 tsu (Th Ias 凶chi sandstone-shale member

formationlBokoigrC'C'llれIff 川悦恥 r

Thecharacteristically pyroclastic Neogelle 、 formations of the area

coverthe 仙le I' formationUlH'onfol'mably. Of the 、 Neogene formations

theJIorobetsuiscorrelatedwiththeKunIluiawltheJ¥furoranwiththe

Kuromatsullaiwellknowllinthegeologyof 日outh \\・ ('stern Hokkaido.

TheHorobetsuformationoc 川[pies chieflythecentralblockofthe

pCllinsula..ｷtheBokoidistrict.Thelowermember, theBokoigreentuff

consistsofgreentuffandgreC'ntuff-breccia:theformerincludesbrecciated

pebhlesofpyroxeneandesites, basalts, slate.;;;, diorites,withoccasionalillterｭ
calationofthinhreccia:infactthetuff:mdtuff-brecciachangelaterally

toeachother. Thewholesuccc 、ssion isofpyroο 1a stie originderivedfrom

andesiticrocks, awlfrC'quentlyyiel(lstosilicification, kao1inizationand
pyritizatiol1. 120m.intotalthickness. TheMasuichisandstone-shale

memberischi 吋ly a鋭、1・ ies of shale, w11ichsomdinlC'sincluclesS， α仰li ・tes

sp., andaccompanies palοyellowish-gray orhluish-graycoarsetofine

tutaccoussandston 九 andpale 宮町中 11 orpaleyellowish-browntuffliparitiσ

upW 乱nls: bedsofpalehlaοk yerycoarsesalHlstoneandblackconglomeratθ

arcintercalatedillth,‘ llppC'r part. GC'ncrallySP( 、aking ， thelo\\'οr partis

veryrichin 日ray shale:llldtheupperpartisthοalternation 01 ・ heds of

sandstone, shaleandtuff. This l11C' mb げ is (j~) 1l1.inthicknC'ss.

The Muroran formation consistinι 山idly of pyroe ・Ia stic rocks

Ul1conformably coy 心1' 5 the rrorohetsu formation ovο l' whole peninsula

exceptingBokoidistrict. Itisdividedintotwomembersastabulated
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aboveaCCOl ・ding to 1' 0北 faeiρs. TheHarikaramoiIipariticagglomerate

memberconsistsof ゅnglomerate ， liparitictufaceousagglomerate, 1江)aritic

tuff, tuff--breccla, etc. , andthehornblendelipariteisinterc 汎lated inthe

lowerparteitheraslavaflowsordykes.Theconglomeratecontainsrounded

pebblesofgreentuff, propyJi tc, ba~alt， liparlte, grayshale, slate, diorit0,
etc., thematrIxbeingcoasetufaceousEandstone.Theagglomerateisformed
oflargeranglnrfragmentsofhOl'llblendeliparitewhichis predominallt,

augitehyperstheneamlesite, mud-lavalikerocks, etc., awlsmallerpebbles
ofgr0entu tT, slate, diorite, etc., thewholesedimentsbeingofthepyroclastic
origin.Rapidfacieschangebetween1ipariteandeitheragglomeratielava;

ortufaceousagglomerate, andeventcnvard liparitietuffandtuff-breccia
isremarkable. The maximumthicknessisabout 100m., butitvaries
considerably. Thismember 日radually mergesupwardsintotheDensinhama

andesiticagglomeratememberwhichisl1ividedintotwoparts. The

lowerconsistsofaIHlesitictufaceous agglomerate, tuffand tuff-breccia,
andintercalatesthinbedsoftufaceoussandstoneandtufaceousshale01'

mudstone, andintrudedbyaugitehyperstheneandesitedykesatvarious
placesin¥Vanishiarea. Atcertainplacesthislower p川t gradesinto

contemporaneousandesit 仏、 The upperpartconsistsofyellowishor palο

graytufaeeouscoarsesandstone, graytufaeeousshalt フ or mudstone, tuffand
tuff-breccia, and, sometimes, intercalatesthinbedsofandesitictufaccous
agglomerate. This memherischidlyandesitictllfaceOllSagglomerate

whichcontainsfreshpehblesofaugitehyperstheneandesite:andthelateral

changefromagglomeratetotufaccoussandstoneisveryfrequent, andthe
variationofthethicknessofstrataisvery remarkahle, themaximum
thicknessbeingabout150m.

TheQuate 叫rn

andunconf ，お'ormahl 辻l砂y ove r!也I五Ie凶s th児e Neω(O 〉g忠(、 ne'Ie'円円、可'1'吃 tia加l' }γy a剖nd vo叫Ie凶aI凶lie rockωs. It

isdividedintothreeformationsasshowninthetahle. TheEtomo

formationdevelopesinthewesternarcaofthepeninsulaandconsists

mainlyofagglomerate, andincludeslargeangularblocksand 1】 I・e('ciated

pebble's, looselycementedwithsandstoneandpumiceous sandstone, pal心
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brownorpaleyellowish-brownincolor. Thecompositionofthisformation

issameasthatoftheHOl'obetsaandthe:rvlurol'anformation8, duetothe
derivationofthematerialfromthevolcanicrocksoftheNeogeneTertiary,
orthelowerdiluvium. Thethicknessisestimatedtobeabout 35m.

TheSbukuzusl.iformationoverliestheEtomoformationunconformably,
anddevelopesc:lieflyinth｣''vesterl1areaofthepeninsula, thoughitis
alsofoundintheDenshinhama, Ponmoi, easternarea, etc. Itisabout
25m.inthiclmess, andconsistsofdarkgrayorpaleblack, coarSetofine
grain｣'dsand. Thismemh｣'roccupiestheflatsurfaceofthelower, younger
pleistoceneterraceswhichoftenattaintheheightofabout351ll. above

sea-level. Thealluvialformationconsistsofloose sand, gravel, clay,
volcal1icashandtalusdeposits, amIisdistributedontheflatterland
surfacealongtheseashore, andthelowlandsaround l\'[uroran, Bokoi,
etc.

Volcanicrocksinthisareaare mostlydykesand lavas, andare
roughlydividedintothreegroupsaccordingtotheperiodofextrusion, as
sumerizedbellow.

(A. Plagioclaceliparite

IB. Auziteandesite
I Group·.. ……… {r..... "'ry.......

IC. Hypersthenebasalt
LD. Propylitc

(A.IIornblendeliparite

II Group··· ………; B. Andesiticmud-lava
tC.Augitehyperstheneandesite

(A. Augiteandesite

IB. Au!培.g号引it白e hyp 冗)e1川e目白!喧'I'附.
III Gro勺oup トい.一….一....... ...{

IC. Basalticandesite

lD.Augitebasalt

IGroupcoversorintrudesintheHorobetsu formation, and the
fragmentsarecontainedintheconglomeratebedoffhe:M:uroranformation.
IIGroupisconsideredtohaveextrudedduringthedepositionofthe

Muroranformation.
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IIIGrouppenetratesthe~iuroran formation.

Thesethreegroupsdifferfromeachothei'asisshowninthenext

table.

"'ation
distri-

I l1 egreeυf
occur 喝

p片内3fIh1eamInldcergyitse1 町(iPOf)y円y司E町xn bution renee ,

volean-
:ofbasalt Ism

man拘 c ,_ ihvuer- Dokoi IIa、aflow
mimalsi 立:ne district&dkestmg
poor y

mvmmPeoai1arnBoEPyEEreiCe固rraeHmirnmlcs ‘ahE 111||l111l孔Iuro-
ran , -ι-・ avaaunvwverfv-北I'

Wanishi &dybｻ strong
district

dyke Iweak

microscop.icobSer

d~~re~. of[kindsofandesitelp~
alterationI lof

IlhC2芯沈抗此払山:2誌払L叫:也丸μμLLい判e仰4俗」ムl卜トaug叩叫…u暗g
Ialterateα~d '"
ITIiI~ …Ve !a1u暗Ilgi沼凶gite I刊er~ I

lz … sthe恥 and，s;白 l
Icegrec

El伊抑阿向向刊nc悶山川e目m叫1'3叫31山…
f;~~bl a山u時Igiれte hype;-"
stheneandesitel

EconomicGeology.

Theformationcorrespondingtothe important ore-bearing Kunnui

SeriesofsoutheasternHokkaidoisnotfoundwidelyinthisarea, tothe
effectthatmineraldepositsareilloflimitedscales, andhavehardlyany
economicvalue. The only resource ofsome economic importance arc

volcanicdykesandagglomerate'sthatfirequarriedforcivilengineering

purposes.
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札幌第 69 号室蘭図幅説明書

第 1 図版

.MURoRAN(Sapporo-69)

PLATE 1

測量山から東部を望む

Viewoftheeasternareaofthel¥furoranpeninsulafromSokuryozan.



札幌第 69 号室蘭図幅説明書

第 2 図版

MURORANCSapporo-69)

PLATE 2

トツカリショ岬から北東方を望む

露出は室蘭層(ハリカラモイ石英粗面岩質集塊岩層 MU1)

Viewofthenorth-easterndistrictofTokkarisho-misaki, showingthe
characteri~tic memberoftheMuroranformationCHarikaramoilipariticagglomeratemember) ・



札幌第 69 号室蘭図幅説明書

第 3 図版

.MURORAN(Sapporo-69)

PLATE 3

ポンモイから西方の測量山，マスイチ方面を望む

ViewofSokuryozan-andMasuichi べlistrict fromPonmoi.



第 4 図版 pr~ATE 4

第 1 圏 母恋南町から母必富上・二乙コ山を望む

Fig.1. ViewofBokoi-fujiandEniyamafromBokoi-minamimachi.

第 2 園 チ γ ラヂナイ海岸からマドイワ(プロピライト)を望む

Fig.2. View ゎf sea-eli 佐， con~ ，jsting ofPropylite, at l\Iadoiwa, near

CharachinaL



札幌第 69 号室蘭図幅説明書

第 4 図版

:MUHOHAN(Sapporo-69)

pr~ATE 4

第

Fig. I

凶

第 2 図

Fig.2



第 5 図版 PLATE う

第 1 麗 電信浜ーマスイチ聞の崖上からマスイチ方面を望むO 手前

の露出は室蘭層(電信浜安山岩質集塊岩層)

Fig.1. ViewofMasuichidistrictfromthecliffbetweenDenshinhama

andMasuichi, EhowingthememberoftheMuroranformation
(Denshinhamaandesiticagglomeratemember) ・

第 2 圏 マスイチから東方電信浜方面を望む。手前の露出は室蘭層

(ハリカラモイ石英粗由 i岩質集塊岩層)

Fig.2. ViewofDen~hinh: lJ na districtfrom:Masu.ichi.TLeMuro:ran

formation CHari.karamoi1iparHicagglomerate member), i~;

exposed at 円ea-cliff.



札幌第 69 号室蘭図幅説明書

第 5 図版

]¥lURORAN(Sapporo • 69)

PLATE ラ

第

Fig. 1

IXl

第 2 凶

Fig.2



第 6 図版 PI~Al'E 6

第 1 圃 ポロイソ崎から東方マドイワ方面を望む。手前の露出はプ

ロピライト

Fig.1. Viewof:Madoiwadistrictnear Poroisozaki, showinganoutｭ
cropofpropy1ite.

第 2 圏 御崎電業所附近(へピ島)の安山岩(普通輝石安山岩… III

グループ)の柱状節理

Fig.2. Columnarjoints, ofandesite(augiteandesite..ｷIlIgroup)at
theneighbourhoodofMisaldelectricpower-station (Hebi-ji

ma) ・
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第 7 図版 PLATE 7

第 1 圏 ポロチキュウ附近の普通輝石安山岩(集塊岩)の露出

Fig.1. BluffatPorochikyu ，日 howirg au 戸 ite andesite (agglomerate) ・

第 2 囲 ポロチキ寸、ウ [~t 近のアロピライト柱状節理

Fig.2. Colmllnarjointf;ofPropyliteatPorochikyu ・
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第 9 図版 PLATE 9

第 1 圏 斜長石石英組曲i岩，室蘭商業高等学校泊近( I グループ)

x 30，十ニコル

P: 斜長石， Q: 石英

Fi.g.1. Plagip-lipariteintheneighbourhoodof:Muroranhighcommercial

school(lgroup) ・

x 30, + nieol
P:Plagioclase, Q :Quartz

第 2 薗 紫蘇輝石玄武岩，チキュウ岬燈台附近( I グループ)

x 30, II ニコ J1-'

Hy: 紫蘇輝石

Fi.g.2. Hypersthene basaltinthe neighbourhood ofChikyu-misaki

lighthouse.(Igroup) ・

x 30, //nieol.
Hy:Hypersthene

第 3 園 普通輝石安山岩，チャラチナイ熔岩( I グル{プ)

x 30, //ニコ J\.-

1~ :斜長石， Au:普通輝石

Fig.3. Augiteandesite. Charachinailava.(Igroup)

x 30, //nicol
I):Plagioclase, Au:Augite

第 4 圏 プロピライト，ポロヂキュウ( I グループ)

x 30, //ユコル
P: 科長石， Py: 黄鉄鉱

Fi.g.4. Propyli.te. Porochikyu.(Igroup)

x 30, //nicol
P :Plagioclase, Py:Pyrite
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第 l 図

Fig.2

第 3 凶

Fig.3

M:URORAN(Sapporo-69)

PLATE 9

第 2 図

Fig. 1

第 4 図

Fig.4



第 10 図版 I}LATE10

第 1 圏 角閃石石英粗回岩，マスイチ C n グループ)

x 30, //ニコル

Q: 石英， Ho:角閃石

Fig.1. Hornblendeliparite. Masuichi.ellgroup) ‘

x 30, //nieol
Q :Quartz, lIo:Hornblende

第 2 圏.普通輝石紫蘇輝石安山岩，輸西駅前 cn グループ)

x 30, //ニゴル

Au:普通輝石， Hy: 紫蘇輝石， P:Wf長:石

Fig.2. AugitehyperstheneandesiteinthefrontofWanishistation.

(11group).

x 30, //nieol
Au:Augite, Hy:Hypersthene, P :Plagioclase

第 3 園 安山岩質泥熔岩，四小路市近 CH グループ)

x 30, //ニコル

Au:普通輝石

Fig.3. Andesiticmud-lavaintheneighbourhoodofNishikoji.

x 30, //nieol

Au:Aagite

第 4 圏 紫蘇輝石玄武岩，エニ山(目グル{プ)

x30, //ニゴル

Fi.g.,1. Hypersthenebasalt. En トyama. (llIgroup)

x 30, //nieoI
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